
 1 / 3 

 

一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 ８ 

令和 元年 ５月３０日 

午前・午後１０時４５分    

議会名 令和 元 年 第 ２ 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号 １３ 番 横田誠 

答弁を求める者 

(選択してください) 
市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

１．学校給食について 

（１）現在の給食について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 学校給食について、児童生徒への満足度等に関

するアンケート及び調査を実施することについ

て見解を伺います。 

 

②本市の給食の栄養摂取基準値と設定の根拠につい

て伺います。 

 

③本市の学校給食は小学校、中学校それぞれに栄養

摂取基準を満たしているのかどうか伺います。 

 

④文部科学省の学校給食実施基準の一部改正の中に

「児童生徒の個々の健康及び生活活動等の実態並

びに地域の実情等に十分配慮し、弾力的に運用す

ること。」とあるが、学校給食の栄養摂取基準に

ついて、今後基準値の見直しなどは考えているの

か伺います。 

 

⑤様々な要因による食材の高騰が叫ばれているが、

本市の学校給食で使用している食材費の推移につ

いて伺います。 

 

⑥直近の価格改定から現在に至るまでの間、どの程

度給食費が変動しているのか伺います。 
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（２）小中学校の食育につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学校給食における地域

農産物の利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦現行の給食費で、今後栄養摂取基準を満たすだけ

の給食を提供し続けることが可能なのかどうか伺

います。 

⑧消費税増税を見据え、栄養摂取基準を満たす学校

給食を提供するために、どのような対策が考えら

れますか。 

 

①現状の小中学校での食育に関する考え方について

伺います。 

 

②第２期佐野市食育推進計画中に保育園でのバイキ

ング給食と記されています。自治体によっては小

中学校でバイキング給食を限定的に実施している

ようですが、本市の小中学校でのバイキング給食

の実施状況及び検討状況について伺います。 

 

①現在の地産地消、地元地域農産物の使用につい

て、使用概要及び使用率（自給率）の推移につい

て伺います。 

 

②限定的に地産地消の日として、地元地域農産物を

はじめとする食材を１００％活用した給食の提供

は可能なのか伺います。 

 

③学校給食において、地元産の農作物等の使用品目

と量を増やすことは、それを作る農家や事業所を

元気にするだけでなく、本市の農業を盛んにし

て、市内で経済が循環するということにもつなが

ります。また給食はもちろん、本市の食の自給力

を高めることは、地震や災害による非常時に市民

の食を守ることにつながると考えます。こうした

ことは学校教育の一環としての食育という観点の

みならず、経済、防災といった分野へと広がるも

ので、まちづくりとして自治体の体力を高め、多

様な課題の解決に資する取り組みになると考えま

すが、今後学校給食の地元地域農産物の使用品目

及び使用率（自給率）を高めると共に、本市の食

の自給力向上について、どのように取り組むべき

と考えるのか、当局の見解を伺います。 
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（４）学校給食における食物

アレルギー対応について 

 

 

 

 

 

 

 

２．災害時の安心・安全対策に

ついて 

（１）避難所の整備に対する

基準について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）災害備蓄品について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①食物アレルギーを持つ児童・生徒の情報提供の現

状について伺います。 

 

②給食のアレルギー対応の除去品目についての制限

などはあるのか伺います。 

 

③代替食の提供や個別食材の除去についての現状に

ついて伺います。 

 

 

 

①被災者の安全を守るための国際的な基準として

｢スフィア基準｣が設定されているが、本市はどの

ような基準、考え方で避難所の整備を進めるのか

伺います。 

 

②目や耳が不自由な方、車椅子の方、乳幼児とその

家族、外国人、ＬＧＢＴの方等、多様な方たちが

避難所に来ることが想定されます。そこで現在の

地域防災計画に、そのような方々への配慮はされ

ているのでしょうか。またその検証について考え

はあるのか伺います。 

 

①血栓症（エコノミー症候群）予防等のリスク回避

に有効な対策として、各地で検討、整備が進んで

いる段ボールベットの有用性について、当局の見

解を伺います。 

 

②災害備蓄品として段ボールベッドを整備すること

について、当局の見解を伺います。 

 

 

 

 

 

 


